
平成20年1１月１日発行 （毎月6回1の日、５の日発行） ＯＴＫ通巻第3882号 昭和51年9月7日 第3種郵便物認可

★
決
し
て
争
っ
て
は
い
け
な
い

争
い
の
中

に
弱
い
も
の
の
生
き
る
場
は
な
い

★
親
個
人
が
い
か
な
る
主
義
主
張
が
あ
っ
て

も
、
重
症
児
・
者
運
動
に
参
加
す
る
者
は

党
派
を
超
え
る
こ
と

★
最
も
弱
い
も
の
を
一
人
も
も
れ
無
く
守
る

守る会三原則

Ｎｏ．６５
大

阪

府

重

症心

身

障

害

児

・

者

を支

え

る会

全

国

重

症
心

身

障

害

児
（

者
）

を

守

る
会

大

阪

支

部

ＯＴＫ

支
え
る

主催 社会福祉法人 全国重症心身障害児(者)を守る会

この事業は「こども未来財団助成事業」の補助

を受けて開催しました。

大阪府重症心身障害児・者を支える会

去
る
十
月
十
八
・
十
九
日
、
こ
ど
も
未
来
財
団
助
成

事
業
と
し
て
大
和
・
伊
賀
に
て
交
流
キ
ャ
ン
プ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
秋
晴
れ
の
元
、
在
宅
重
症
心
身
障
害
者
13

名
、
中
・
高
・
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
７
名
と
家
族
・

ス
タ
ッ
フ
含
め
総
勢
41
名
の
参
加
が
あ
り
楽
し
い
旅
と

な
り
ま
し
た
。

重
い
障
害
の
あ
る
方
の
生
き
生
き
と
し
た
表
情
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
も
家
族
に
も
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、

共
に
生
き
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
共
感
で
き
有
意
義

な
機
会
を
も
て
ま
し
た
。

交流キャンプ

―１―

参加された重度の障害

のある方と関わって、

笑顔が見られたり反応

を感じることが出来て

嬉しかった。

（ボランティア）

関係各位様、有難うございました

※この文章は、ミーティングでの感想、アンケートの

一部を当方が打ち直したものです。

お天気にもめぐまれ、料

理も美味しくいただきお

風呂にもゆっくり入るこ

とが出来て幸せな気持ち

でした。

（親）

このようなボランティ

アは初めてで、以前

車イスを押す体験を

介助者同士で行った

ことがあるが、今回

は実践的に感じた。

（ボランティア）

本格的な茶粥を食べ

るのは初めてですが、

とても美味しかった

です。奈良まち散策

の時は、男性ボラン

ティアの人に車イス

を押してもらい、本

人も満足げでした。

（親）
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大
阪
府
重
症
心
身
障
害
児
・
者
を
支
え
る
会

編

集

後

記

「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
は
憲
法
違
反
、
障
害
者
に

「
生
き
る
権
利
は
な
い
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
、
全

国
の
障
害
者
が
訴
訟
を
起
こ
し
ま
し
た
。

障
害
児
が
生
ま
れ
る
率
は
ほ
ぼ
一
定
の
割
合
で
、

世
界
共
通
の
数
字
と
の
こ
と
で
す
。
生
ま
れ
な
が
ら

に
重
症
と
さ
れ
る
方
々
は
生
き
る
た
め
に
は
多
く
の

支
援
を
必
要
と
し
ま
す
。
支
え
る
会
で
は
、
従
前
よ

り
、
サ
ー
ビ
ス
を
多
く
利
用
し
た
も
の
が
よ
り
多
く

の
負
担
を
す
る
と
い
う
「
応
益
負
担
」
に
反
対
を
し

て
き
ま
し
た
。
当
事
者
と
し
て
負
担
を
拒
ん
で
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
重
い
障
害
が
あ
る
方
が
よ

り
多
く
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
が
「
益
」
と
捉
え
る
考
え
方
を
到
底
容
認

で
き
な
い
の
で
す
。

食
事
や
排
泄
、
入
浴
な
ど
の
行
為
に
介
護
が
必
要

な
人
た
ち
が
望
ん
で
い
る
こ
と
は
「
平
凡
に
、
普
通

に
暮
ら
し
た
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
そ
ん

な
に
贅
沢
な
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

編

集

委

員

一

同

―８―

平成２０年度

近畿ブロック研修会 「きょうだい シンポジウム」

『ねえ－ 聞いて ・・・ 私たちの声』

日 時： 平成２１年１月３１日（土） 受付 ９：３０～

開会 １０：００～閉会 １６：００

場 所： コミュニティ嵯峨野 ℡ 075-871-9711

内 容： 午前 中央情勢報告

全国重症心身障害児(者)を守る会 副会長 田村 輝男氏

事務局 宇佐美 岩夫氏

午後 作文発表・シンポジウム

シンポジウム・コーディネーター 聖ヨゼフ医療福祉センター

副院長 家森 百合子氏

参加費： ２，０００円（資料代 ５００円 昼食代 １，５００円）

＊昼食不要の方は、お申し出下さい。

☆申込み・問い合わせは、支える会事務局までお願いします（締め切り １２月２０日）

作文募集 テーマ“ねえー 聞いて・・・私たちの声”

全国重症心身障害児（者）を守る会近畿ブロックでは、平成２０年度近畿ブロック研修会

「きょうだい シンポジウム」（平成２１年１月３１日）を開催します。つきましては、障

害児（者）を兄弟姉妹に持つ方より下記の要領にて作文を募集いたしたく、ご協力をお願い

申しあげます。

応 募 資 格： 原則として小学３年生～大学生

応募締切り： 平成２０年１２月１０日

問い合わせ・作文送付先：支える会事務局 ◎FAX又は郵送にてお送り下さい

※募集作品の中から数点を選び、平成２１年１月３１日（土）に

開催される研修会のシンポジウムにおいて発表していただく予定です。
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報

告

神
戸
市
立
心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、

４
専
門
部
会
に
分
か
れ
て
話
し
合
い
が
な
さ
れ
、
後
半

の
全
体
会
で
は
各
専
門
部
会
長
よ
り
各
部
会
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
九
月
一
三
、
一
四
日
に
開
か
れ
る
「
全

国
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
を
守
る
会
」
の
全
国
専
門

部
会
長
会
議
で
提
案
さ
れ
、
守
る
会
の
今
後
の
活
動
に

反
映
さ
れ
る
と
い
う
経
緯
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
阪
支
部
か
ら
参
加
さ
れ
た
方
々
の
ご
意
見
や
ご
感

想
、
他
支
部
か
ら
の
お
話
し
の
一
部
を
報
告
し
ま
す
。

◎
在
宅
部
会

１
、
「
『
障
害
児
支
援
見
直
し
に
関
す
る
検
討
会
』

報
告
」
の
在
宅
支
援
に
関
す
る
部
分
の
情
報
確
認

２
、
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
通
園
事
業
Ａ
・
Ｂ
型

施
設
実
態
調
査
報
告

こ
の
度
の
調
査
で
は
、
施
設
側
か
ら
の
声
を
聞
く

こ
と
が
で
き
た
。

＊
「
重
症
児
（
者
）
通
園
事
業
の
本
来
の
目
的
を
担

い
続
け
た
い
」
と
苦
労
し
て
い
る
施
設
が
多
く
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

＊
現
在
の
制
度
に
お
け
る
生
活
介
護
の
給
付
費
で
受

け
止
め
ら
れ
な
い
よ
う
な
重
度
の
障
害
者
に
配
慮

し
た
、
法
的
に
き
っ
ち
り
と
位
置
付
け
ら
れ
た
施

策
に
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

＊
砂
子
療
育
園
通
園
事
業
Ａ
型
「
つ
ば
さ
」
で
さ
れ

た
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
は
、
利
用
者
の
切

実
な
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

３
、
「
重
症
心
身
障
害
児
者
に
と
っ
て
、
在
宅
生
活
を
豊

か
に
暮
ら
す
た
め
に
何
が
必
要
か
」
に
つ
い
て
自

己
紹
介
を
か
ね
て
生
活
の
様
子
な
ど
意
見
交
換
を

し
た
。

＊
医
療
的
ケ
ア
が
あ
っ
て
も
、
通
園
・
ヘ
ル
パ
ー
派

遣
・
訪
問
看
護
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
し
て

母
親
が
仕
事
に
行
け
て
い
る
ケ
ー
ス
か
ら
、
サ
ー

ビ
ス
受
給
量
は
あ
る
の
に
ニ
ー
ズ
が
満
た
さ
れ
て

い
な
い
ケ
ー
ス
（
事
情
は
様
々
）
ま
で
、
地
域
格

差
・
個
人
格
差
が
大
き
い
。

＊
親
の
介
護
力
が
弱
っ
て
き
た
。
医
療
ケ
ア
が
重
い

が
、
身
近
な
重
症
児
施
設
は
既
に
定
員
一
杯
で
、

今
後
を
考
え
て
い
る
。

＊
医
療
ケ
ア
は
な
い
。
し
か
し
、
身
近
な
重
症
児
施

設
は
定
員
一
杯
。
ケ
ア
ホ
ー
ム
で
は
対
応
し
き
れ

な
い
重
症
児
者
の
親
亡
き
後
の
受
け
皿
を
考
え
て

ほ
し
い
。

＊
在
宅
会
員
は
多
い
の
に
繋
が
れ
な
い
。
孤
立
し
た

人
の
声
を
聞
き
た
い
。
県
に
声
を
上
げ
て
い
き
た

い
。
在
宅
会
員
を
増
や
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
。

＊
養
護
学
校
の
医
療
ケ
ア
が
必
要
な
方
の
グ
ル
ー
プ

に
働
き
か
け
る
。

◎
重
症
児
施
設
部
会

１
、
重
症
心
身
障
害
児
施
設
で
今
、
何
が
問
題
に
な
っ

て
い
て
、
児
童
福
祉
法
・
障
害
者
自
立
支
援
法
が

ど
の
よ
う
に
改
正
・
見
直
し
を
さ
れ
て
い
く
の
か

情
報
が
伝
わ
ら
ず
、
関
心
が
な
い
、
施
設
任
せ
の

所
も
あ
る
。

２
、
今
後
制
度
が
改
正
さ
れ
て
、
現
在
利
用
し
て
い
る

施
設
で
の
生
活
が
維
持
さ
れ
る
の
か
？
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
は
な
い
の
か
？
裏
付
け
が
な
い
の
で
心
配

で
あ
る
。

３
、
障
害
程
度
区
分
５
以
上
で
な
い
方
や
中
途
障
害
の

方
に
つ
い
て
の
問
題
提
起
が
あ
っ
た
。

４
、
施
設
（
滋
賀
県
）
の
現
状
は
待
機
者
が
増
え
て
き

て
、
循
環
型
施
設
の
提
案
が
さ
れ
た
が
、
施
設
側

の
一
方
的
な
話
で
は
な
く
、
双
方
で
の
議
論
が
必

要
で
あ
る
。

５
、
そ
の
他
、
看
護
師
不
足
に
関
す
る
諸
問
題
、
保
護

者
会
の
現
状
に
お
け
る
課
題
な
ど
話
し
合
わ
れ
た
。

〜

平
成
二
〇
年
度

全
国
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
を
守
る
会

〜

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
専
門
部
会
議
（
平
成
二
〇
年
九
月
六
日
開
催
）
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◎
母
親
部
会

若
い
母
親
や
年
齢
の
高
い
母
親
の
抱
え
て
い
る

悩
み
や
、
健
常
の
兄
弟
姉
妹
に
関
す
る
こ
と
が
話

し
合
わ
れ
た
。

「
自
己
紹
介
を
か
ね
一
巡
し
た
と
こ
ろ
で
予
定

時
間
が
き
て
し
ま
い
、
意
見
を
ど
の
よ
う
に
ま
と

め
て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
」

「
『
親
と
離
れ
て
当
た
り
前
に
豊
か
に
暮
ら
せ
る

場
』
が
ほ
し
い
。
今
の
制
度
で
は
、
常
時
見
守
り

や
介
助
が
必
要
な
動
く
重
症
児
に
該
当
す
る
我
が

子
を
託
す
に
は
制
度
や
受
け
皿
が
不
十
分
で
不
安

で
す
。
日
中
活
動
の
場
で
は
比
較
的
安
定
し
て
い

る
の
で
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
家
庭
に
代
わ
る

暮
ら
し
の
場
と
し
て
新
た
な
施
策
が
必
要
だ
と
思

う
」
と
い
う
よ
う
な
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

◎
国
立
施
設
部
会

１
、
国
立
病
院
機
構
・
あ
わ
ら
病
院
の
笠
井
眞
一
指
導

室
長
が
「
障
害
者
自
立
支
援
法
と
施
設
サ
ー
ビ
ス

―
―

個
別
支
援
計
画
を
中
心
に

―
―
」
と
い
う

題
で
話
題
提
供
を
さ
れ
た
。

＊
「
平
成
一
八
年
一
〇
月
よ
り
利
用
契
約
制
度
に
な
っ

て
、
個
別
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
重
要
な
も

の
と
し
て
『
個
別
支
援
計
画
』
が
策
定
さ
れ
て
い

る
。
親
は
も
っ
と
関
心
を
も
っ
て
ほ
し
い
」
と
の

こ
と
で
話
し
を
さ
れ
た
。

＊
重
症
児
者
に
と
っ
て
の
「
自
立
」
と
は
を
、
守
る

会
・
機
関
誌
『
両
親
の
集
い
』
を
引
用
さ
れ
本
題

に
入
っ
て
い
か
れ
た
。

＊
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
個
別
的
・
集
団
的
・
社
会
的
か

か
わ
り
の
な
か
で
の
様
々
な
権
利
に
つ
い
て

＊
利
用
契
約
書
の
中
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
・
内
容
に

つ
い
て
の
項
目
の
説
明

＊
「
利
用
者
の
状
況
の
把
握
」
８
領
域
39
項
目(

独
立

行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
版)

に
つ
い
て

＊
実
践
を
通
し
て
変
化
が
見
え
、
変
化
を
創
り
出
す

こ
と
と
い
ろ
い
ろ
な
つ
な
が
り
の
中
で
そ
の
質
を

探
求
し
て
い
く
。

＊
本
人
の
人
生
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
い
か
に

値
打
ち
の
あ
る
こ
と
か
、
そ
の
こ
と
が
可
能
に
な

る
よ
う
な
制
度
や
体
制
、
技
術
の
整
備

２
、
個
別
支
援
計
画
と
の
関
連
で
、
各
施
設
で
の
拘
束
、

抑
制
な
ど
に
つ
い
て
の
対
応
ほ
か

以
上
の
よ
う
な
内
容
で
し
た
。
各
部
会
長
の
報

告
の
前
に
奈
良
県
支
部
長
の
品
川
清
美
氏
よ
り
、

全
国
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
を
守
る
会
と
同
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
共
催
で
お
こ
な
わ
れ
た
「
き
ょ

う
だ
い
交
流
キ
ャ
ン
プ
（
於
：
福
井
県
敦
賀
市
）
」

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
き
ょ
う
だ
い
支

援
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
小
学
校
５
年
生
か
ら

大
学
生
ま
で
の
方
々
が
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・

指
導
者
と
と
も
に
１
泊
２
日
の
日
程
で
交
流
を
図

り
、
楽
し
く
有
意
義
な
中
身
だ
っ
た
と
の
こ
と
で

す
。そ

の
他
、
大
阪
支
部
に
寄
せ
ら
れ
た
感
想
と
し
て

「
療
養
介
護
（
医
療
型
）
に
移
行
す
る
体
制
が

で
き
て
い
な
い
施
設
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
？

保
護
者
は
、
施
設
任
せ
に
せ
ず
、
ブ
ロ
ッ
ク
専
門

部
会
や
勉
強
会
な
ど
の
活
動
に
も
参
加
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
う
」
「
個
別
支
援
計
画
に
つ
い

て
は
、
形
式
上
整
え
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、

真
に
本
人
の
願
い
や
意
向
・
希
望
に
沿
う
、
福
祉

の
視
点
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
こ
と

を
願
わ
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
」
「
自
己
選
択
・
自

己
決
定
が
殆
ど
で
き
な
い
方
、
意
識
レ
ベ
ル
が
低

い
方
に
か
わ
っ
て
、
本
人
の
願
い
や
希
望
す
る
暮

ら
し
を
本
人
に
代
わ
っ
て
議
論
で
き
る
場
が
ほ
し

い
と
思
う
し
、
本
人
支
援
の
シ
ス
テ
ム
作
り
が
必

要
だ
と
感
じ
た
」
「
母
親
部
会
が
、
親
が
居
て
も

居
な
く
て
も
、
そ
の
人
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
け
る
シ
ス
テ
ム
や
体
制
作
り
を
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
け
ば
よ
い
か
、
い
ろ
い
ろ
な

ケ
ー
ス
を
参
考
に
前
向
き
に
議
論
で
き
る
場
で
あ

れ
ば
ど
ん
ど
ん
参
加
し
た
い
」
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。
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さる９月２７日、ビッグ・アイ国際障害者交流センター（堺市）において「医療的ケアと自立を考える

シンポジウム」が開催されました。人工呼吸器をつけるなどの重い障害のある当事者をはじめ、全国から

約４００人の参加があり、関心の高さが感じられました。

「医療的ケアがあるために、ショートステイを受け入れてくれる施設が少なく利用できない」「学校に

は通うことが出来たのに卒業後、日中活動をする施設がない」「医療的ケアを受けてくれるヘルパー事業

所が無い」という事態は、当事者にとっても家族にとってもとんでもないことなのです。

全国守る会発行の「両親の集い」６０２号に、小児科医師 沢石由記夫氏がそんな家族の生活状況につ

いての思いを記してくださっています。

『「在宅」という魅力的言葉は、「２４時間病院でやってきたことを全部家族でやって頂きます」とい

うことを意味しています。呼吸器の警報が聞こえる範囲に常時誰かいなければいけません。おむつ交換や

栄養注入を時間毎に行います。入浴は三人がかりです。夜は傍らに寝て時間毎に痰を吸引し、体位交換も

する必要があります。疲れていても、体調が悪くとも、２４時間、３６５日、休みはありません。多大な

家族の負担と不安の中で最重度児の在宅医療が成り立っています・・・・・』

在宅生活は厳しいものです。しかし、厳しいから入所ということではありません。入所施設は、選択肢

の一つとして、又、在宅支援の核としてとても大切なものだということなのです。

シンポジウムでは、非医療職が医療的ケアを担うための法整備・研修システムの確立・万一の事故に備

えての保険制度の整備等が議論されました。医療的ケアは、医療的配慮の要る生活行為であり、人の暮ら

しという視点のいる医療なのではないでしょうか。医療的ケアに対応する支援策を考える上で、医療と福

祉・教育の連携システムが不可欠なのです。

重い医療ケアを必要とする人も、一人の人間として普通に地域で暮らし続けることが出来るような支援

が必要なのです。特に、障害者本人がその意思表示をすることが出来ない場合、支援が家族のレスパイト

という視点からだけのものになりがちで、親は自分のためだけの支援と感じ「まだ頑張れる」と思い、ぎ

りぎりまで支援を受けることが出来ないのです。くたくたにくたびれ果てて暮らしが疲弊したものとなっ

てしまうことのないように、社会的資源のすべてが、本人中心の豊かな暮らしを目指し、いのちの尊厳が

守られる支援策となることを切望します。

シンポジウムの最後には「本人の自立支援体制の確立が最も重要であり、そのことによって家族の負担

が減り、本人も家族も豊かに生きることができる」ということが確認されました。（N．N）

《きょうだい交流キャンプ》報告（独立行政法人福祉医療機構助成事業）

さる８月２５・２６日、小学生から大学生まで８人が参加して、障害児者の兄弟姉妹の交流キャン

プが敦賀市で開催されました。初対面でしたが、あっという間にうちとけて「全国障害者とともに歩

む兄弟姉妹の会」の田部井恒雄氏の自然体のリードで、レクレーションも話し合いも和やかに進み、

とてもよい交流の場になりました。参加者の一人が、「僕達には共通のものがある

から」の一言にこの事業の大きな意義を感じました。

この事業は引き続き、交流キャンプに参加した子ども達の話し合ったことを受け

て「きょうだいについて語る親の集い」につなげられます。１１月９日、兵庫県の

砂子療育園で、交流キャンプ助言者 田部井恒雄氏とともに、親の様々な思いを語

り合っていただきます。交流キャンプで、住所やメールアドレスを交換していた兄

弟姉妹が、この日に再会出来ることを楽しみにしています。

―４―
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【開催要項】
日 時：２００８年１２月１４日（日）

１２時受付開始

１時 開会～４時 閉会（予定）

場 所：大阪府立東大阪支援学校

東大阪市中石切町３丁目１１－２７

近鉄新石切駅から北へ徒歩１０分

近鉄バス芝停留所から西へ徒歩５分

参加費：無料（別途、賛同金を受け付けています）
〈参加の際には、上靴を御持参ください〉

プログラム：

第一部：基調講演

「地域へ広がれ！医療的ケア」（仮題）

講師 村上貴孝（東大阪支援学校校医）

第二部：「映像構成」と親の訴え

第三部：シンポジウム

パネラー 福祉事業所、医師、教育関係者、

障がい当事者の親などを予定

終了後、吸引、注入などの実技講習も行います

わ
か
っ
て
ほ
し
い
！

私
た
ち
の
こ
と

医療的ケアを考えるシンポジウム実行委員会

〔代表：佐和田智子 連絡先：０７２－９８１－９２７４（はーふたいむ・平田）〕

十
二
月
十
四
日
（
日
）

― インフォーメーション ―

「全国重症心身障害児（者）を守る会」関係の以下の情報や資料が支える会事務
局にあります。ご覧になりたい方はご一報下さい。

■「重症心身障害児（者）通園事業A・B型施設 実態調査報告」（近畿ブロック在宅部会）

■社会保障審議会障害者部会資料…社会福祉法人 全国重症心身障害児（者）を守る会の

「障害児支援の見直しに関する意見」

■「全国重症心身障害児（者）を守る会・運動推進委員会」資料

■障害児支援の見直しに関する検討会報告の概要(全国重症児者を守る会作成資料)

■「産科医療補償制度」（制度説明書 兼 加入手続案内）

―５―

紹 介

障害児者サポートのための研修会

「調理実習と二次調理」

さる１０月３日、「大地の会」から講師 宇佐見美佳氏をお迎え

し、クレオ大阪南にて研修会を開催しました。

日ごろの調理のヒントに、また、嚥下困難な方にはどのような工

夫があるのか、楽しく調理実習しました。

報 告



  ―  内容   ―  

    ◎「自閉症スペクトラムを伴う重症児者への支援」 

           京都市児童福祉センター            門 眞一郎  氏  

    ◎シンポジュウム「広汎性発達障害を伴う重症児者の現状を見すえて」 
     シンポジスト   厚生労働省 障害福祉専門官       高原 伸幸  氏  

              びわこ学園医療福祉センター       石井裕紀子 氏 

              重症心身障害児施設 すくよか      平山  哲  氏  

              大阪府重症心身障害児・者を支える会   中谷 弘子  氏  

     コーディネーター 全国重症心身障害児(者 )を守る会 

                         奈良県支部長   品川 清美  氏  

    ◎「各ライフステージに必要なサービスは・・・」 

           悠々倶楽部ライフステージ・悠トピア園長    飯田  雅子 氏  

    ◎「障害者自立支援法と最重度障害児者の課題と展望」 
           川崎医療福祉大学 学長             岡田 喜篤 氏  

    ◎ 実態調査 

  

「報告集」 購入申し込み先・問い合わせ先               
                                                          
     「大阪府重症心身障害児・者を支える会」事務局      

 「広汎性発達障害を伴う重症児者の理解のために」
  （独立行政法人福祉医療機構「長寿・子育て・障害者基金」助成事業報告集） 
 

発  行 大阪府重症心身障害児・者を支える会                                       ￥１,０００．ー    

    重介護の最重度知的障害児者・医療面のケアも必要な方 
    障害特性に配慮した多重な支援が必要な方 
  

   の命を守り、地域で豊かな暮らしをするための受け皿は？ 

報告集が 

 できました！ 
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大阪府重症心身障害児・者を支える会(全国重症

心身障害児(者)を守る会の大阪支部)への入会に

ついてご案内いたします。

【個人会員】 ◎年会費 8,400円

本部「両親の集い」、本会「支える」発行購読料含む

◎年会費 3,600円

本会「支える」発行購読料含む
【法人・団体会員】 ◎年会費 10,000（１口）

本部「両親の集い」、本会「支える」発行購読料含む
【協力会員】 ◎年会費 3,000円(１口)(運営資金の協力会員)

本会「支える」発行購読料含む

☆申込み・問い合わせは事務局までお願いします

既に納入がお済みの方にはあしからずお許しを賜りま

すようお願い申し上げます。

＜問い合わせ＞ ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５

ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６

＜郵 便 振 替＞ ００９３０－９－６９５９８

大阪府重症心身障害児・者を支える会

(要旨)

大阪府重症心身障害児者を支える会移動支援従業者養成研修のご案内

大阪府指定番号Ｎｏ．３５   （全身性ガイドヘルパー）  

「特定非営利活動法人  大阪府重症 心身障害児者 を支える会」 では  
全身性移動支援従業者養成講座を開講いたします。  
この講座は、当事者の立場に立った人権感覚をふまえた上で、介護の技

術を学ぶことを目的としています。  
この資格を取得すると、全身性ガイドヘルパーに従事することが出来ま

す。希望者は次の要領でお申し込み下さい。  
 

記  
開  講  日 ：  平成２１年２月   １４日（土）  

 ２月   １５日（日）  

 ２月  ２２日（日）  

会    場  ：育徳コミュニティーセンター（地下鉄御堂筋線「西田辺」３番出口徒歩２分）  
受講資格：  障害児者の福祉に熱意があり、居宅介護業務に従事しようとする方で３日間受講できる方
申込み方法：次の事項を記入の上、ＦＡＸ、ハガキ、Ｅ -ｍａ iｌにてお申し込み下さい。  
        （  氏名、ふりがな、住所、 T E L、FA X、生年月日、性別）  

費    用  ：  １８，０００円     ＊受講料納付確認後、受講票をお送りします。  

                ＊受講決定後はご返金できません。  

定   員  ：   ２  ０  名  

振  込  先 ：  三井住友銀行  西田辺支店  普通口座１１７００４６  
       特定非営利活動法人  大阪府重症心身障害児者を支える会  会長 鈴木祥子  

トクテイヒエイリカツドウホウジン  オオサカフジュウショウシンシンショウガイジシャヲ  
ササエルカイ  カイチョウ  スズキショウコ  

主  催  者 ：  特定非営利活動法人 大阪府重症心身障害児者を支える会  

申  込  先 ：  〒 545-0 021 大阪市阿倍野区阪南町 5-15-28 育徳コミュニティセンター内  
       T E L  ０６－６６２４－２５５５   FA X ０６－６６２４－２５５６  
       E -m ail：  osaka@ sasaeru .or.jp   支える会事務局  

 
日   程  時   間  教   科   名  場   所  

10 :0 0～ 10:15  0.25ｈ  開講式・オリエンテーション  
10 :15～ 12:15  ２ｈ  障害者の人権  
13 :00～ 15:00  ２ｈ  障害者（児）福祉制度と移動支援事業  
15 :00～ 16:00  １ｈ  移動支援従業者の業務  

２月１４日  
（土）  

16 :00～ 17:00  １ｈ  移動支援従業者の職業倫理  

育徳コミュニテ

ィーセンター  

9 :30～ 10:30  １ｈ  障害者（児）の心理（全身性障害）  
10 :30～ 12:30  ２ｈ  障害の理解（全身性）  
13 :15～ 15:15  ２ｈ  移動介助の基礎知識（全身性）  

２月１５日  
(  日  )  

15 :15～ 17:15  ２ｈ  演習：移動介助の基本技術（全身性障害）  

育徳コミュニテ

ィーセンター  

9 :30～ 11 :30  ２ｈ  演習：移動介助の基本技術（全身性障害）  
12 :15～ 17:15  ５ｈ  演習：交通機関利用の介助演習（全身性）  

２月２２日  
(  日  )  

  閉講式  

育徳コミュニテ

ィーセンター  
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支える会ホームページのご案内

ドメイン名 http://www.sasaeru.or.jp/

メールアドレス osaka@sasaeru.or.jp

◎様々な御意見・御質問や情報をメール

や掲示板にお寄せ下さい。

全国・各地へリンクあり！

「支える会」事務局
〒５４５－００２１
大阪市阿倍野区阪南町５－１５－２８

育徳コミュニティーセンター２階
大阪府重症心身障害児・者を支える会

会長 鈴木 祥子
ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５
ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６
＜郵便振替＞ ００９３０－９－６９５９８


